
 

 

 

 

  

各チームの１推し選手を紹介します。 

担当者からのコメント 

生年月日 1984 年 9 月 3日 

身 長  166cm 

血液型  A 型 

出身地  埼玉県 

 

広島ガス 

バドミントン部 

小池温子選手 

4 
編集協力 広島経済大学 興動館 

☆選手紹介コーナー☆ 

国際平和マラソン トップス広島参加 

11 月 3 日(月)に第 34 回ひろしま国際平和マラソンが広島市西区のコカ・コーラウエスト広島スタジアムを会場

に開催され、1万 768 人の市民ランナーが出場した。トップス広島に所属する広島メイプルレッズ、NTT 西日本広

島ソフトテニスクラブ、中国電力陸上競技部、コカ・コーラウエストレッドスパークスホッケー部、広島東洋カー

プの 5チームから選手、スタッフ計 36人がゲストランナーとして参加した。観客からの声援に笑顔で応えたり、

出場者や観客とのふれあいなど楽しい時間を過ごした。広島東洋カープの久本祐一選手は 1㎞を走る予定だったが

10 ㎞の部にも参加し、見事完走を果たした。 

ファン感謝デー開催  「常昇魂」更なる高みをめざし 

安定したレシーブ力に注目してください！ 

11月 23日(日)にマツダスタジアム広島で開催されたファン感謝デーで来シーズンのキャッチフレーズの発表が

行われた。キャッチフレーズは、「常昇魂 REDRISING」。2 年連続の Aクラス・クライマックスシリーズ進出を果

たしたが、優勝・クライマックスシリーズ地元開催を逃した今シーズン。来シーズンは、2年間の「勢い」を失う

ことなく、今シーズンの「悔しさ」を忘れることなく、チーム順位も個人成績も常に高みを目指し、練習・試合に

打ち込んでいく。そして緒方新監督の下で常勝チームを作り上げていくという決意を「常昇魂」の三文字に込めた。

「常昇魂」は、「上昇」と「常勝」を組み合わせ新監督のもと、常勝チームへの道を歩んでいくことを示している。

英語フレーズ「REDRIZING」については、「昇る赤」の意味を持ち、こちらも新監督のもと、来シーズンは新時代の

到 到来を告げる一年にする決意を込めている。プレゼンター

を務めた大瀬良大地投手がボードを掲げると、集まったフ

ァンから大歓声が上がった。ファン感謝デーのフィナーレ

にマイクに向かった指揮官は「監督としてチームを指揮す

る緒方です。覚悟をもって臨みたいと思います。」と挨拶し、 

「2015 年 3 月 27 日

(金)、ここマツダで

の開幕戦をしっかり

迎え、リーグ優勝、

日本一を勝ち取りた

い。」と力強く宣言し

た。24 年ぶりの頂点

を目指す新指揮官と

ナインの奮闘に期待

が高まる。 来シーズンのキャッチフレーズを

掲げる大瀬良投手 

トップス広島からの参加者 紹介を受ける選手たち 
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10 月 24 日(金)から 26日(日)に第 69 回天皇賜杯・皇后賜

杯全日本ソフトテニス選手権大会が、秋田県大館市高館テニ

スコート・田代テニスコートで開催された。NTT からは男子

4ペア、女子 5ペアが出場した。3日間の熱戦の結果、男子

水澤悠太・長江光一ペアと女子大庭彩加・佐々木舞ペアが見

事に 4年ぶり 3回目のアベック優勝を果たした。その他、女

子の中野・小林ペアが 3位入賞するなど、若手の実力も上が

っており、今後の活躍が楽しみである。 

11月 3日(月)には第52回井ノ口杯全国ソフトテニス大会

が福山市竹ヶ端運動公園で開催された。男子は 4ペアが出場

し、水澤・中本ペアは優勝、村上・岩崎ペアは準優勝、舘越・

長江ペアは 3位、堀・原ペアはベスト 16と好成績を収めた。 

全日本ソフトテニス選手権大会 男女アベック優勝  

女子は 4ペアが出場し、水間・榎本ペアが準優勝、佐々木・半谷ペアは 3位、冨田・小林ペア、高橋・黒木ペア

は共にベスト 8とこちらも好成績となった。 

また、11月 7日(土)から 11 月 8 日(日)に第 15 回世界選手権大会日本代表選手予選会が、山口県宇部市宇部マ

テ”フラッセラ”テニスコートで開催された。男子は 4ペアが出場し、堀・原ペアと舘越・岩崎ペアは惜しくも

1 次リーグ敗退、2次トーナメントに進んだ村上・中本ペアは 2次トーナメント 1回戦で、水澤・長江ペアは 2

回戦敗退という結果に終わった。女子は 4ペアが出場、冨田・半谷ペアと高橋・黒木ペアは 1次リーグ敗退とな

った。水間・榎本ペアは 2次トーナメント 1回戦で敗退。中野・小林ペアが最終戦まで上り詰め、惜しくも 2位

となり、男女共に自力代表はならなかった。 

 

全日本女子ホッケー選手権大会 ２年ぶりの優勝へ向けて好発進 

11 月 14 日(金)から 3日間、第 75 回全日本女子ホッケ

ー選手権大会のグループリーグが広島広域公園第二球

技場で行われた。CCW レッドスパークスは初戦の東海学

院大学戦、三橋亜記選手が 2得点奪う活躍もあり、3-0

で勝利し順調なスタートを切った。翌日のグラクソ・ス

ミスクライン戦は試合開始から一進一退の攻防が続き、

得点を奪うことが出来なかった。しかし、第 3クォータ

ー開始直後に待望の先取点を小野真由美選手が決めた。

その後は、堅い守りで得点を許さず 1-0 で逃げ切った。

グループリーグ最終日の立命館大学戦は開始3分に新井

麻月選手が先制点を奪うなど、終始 CCW レッドスパーク

スペースで試合を進めた。最大のピンチであった試合終 

了間際の立命館大学の PCでも堅い守備で得点を許さず、終わってみれば 5-0 の大勝となった。グループリーグ 3

戦全勝、失点ゼロで準決勝進出を決めた。 

CCW レッドスパークスは、12 月 13 日(土)13 時から南都銀行と決勝進出をかけて広島広域公園第二球技場で対戦す

る。12 月 14 日(日)13 時から行われる決勝戦を目指して準決勝も頑張ってもらいたい。 

試
合
中
の
選
手
た
ち 

アベック優勝を果たした選手たち 

http://livedoor.blogimg.jp/junko19840215/imgs/7/d/7d7c1cde.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  10/26～11/25 トップス広島 試合結果 

《※広島で行われた試合のみを掲載しています。》 
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サンフレッチェ広島 

▽リーグ戦 

11/2 サンフレッチェ広島△ 1-1 △大宮アルディージャ  

 

中国電力陸上競技部 

▽第 53 回中国実業団対抗駅伝競走大会 

 優勝(4時間 05 分 24 秒) 

 

ワクナガレオリック 

▽日本リーグ 

11/1 ワクナガレオリック○ 25-24 ●琉球コラソン 

11/2 ワクナガレオリック● 25-29 ○トヨタ車体 

 

 

広島メイプルレッズ 

▽第 39 回日本ハンドボールリーグ 

10/25 広島メイプルレッズ○ 33-15 ●HC 名古屋 

11/22 広島メイプルレッズ○ 30-20 ●三重バイオレットアイリス 

11/24 広島メイプルレッズ○ 30-15 ●HC 名古屋 

 

コカ･コーラウエストレッドスパークス 

▽第 36 回全日本女子ホッケー選手権大会 

11/14 コカ･コーラウエストレッドスパークス○ 3-0 ●東海学院大学 

11/15 コカ･コーラウエストレッドスパークス○ 1-0 ●グラクソ・スミスクライン 

11/16 コカ･コーラウエストレッドスパークス○ 5-0 ●立命館大学 

 

NTT 西日本広島ソフトテニスクラブ 

▽第 52 回井口杯全国ソフトテニス大会 

男子 

水澤・中本ペア 優勝 

村上・岩崎ペア 準優勝 

舘越・長江ペア 3位 

堀・原ペア   ベスト 16 

 

女子 

水間・榎本ペア  準優勝 

佐々木・半谷ペア 3 位 

冨田・小林ペア  ベスト 8 

高橋・黒木ペア  ベスト 8 

ハンドボールの日本リーグが 10 月 25 日(土)に開幕した。ワクナガレオリックは、11 月 1 日(土)にリーグの開

幕戦で琉球コラソンに 25－24 の僅差で勝利し、開幕戦を白星で飾った。翌 2日(日)にはトヨタ車体と対戦。試合

は、終始リードされるなかで 25－29 で敗れた。また、11月 8日(土)、トヨタ自動車東日本との試合は、後半 15-15

の同点でスタートするも、残り 4分で 1点差まで追い上げたが、27-30 で敗れた。翌 9日(日)に北陸電力と対戦。

先制し、前半 15-8、後半 19-8 と圧倒して、34-16 で勝利した。翌週 15 日(土)の大同特殊銅との試合は、前半 1

点リードしての終了で、終盤まで息詰まる展開が続いたが、28-28 の同点に終わった。23 日(日)には大崎電気と

対戦した。15分まで湧永リードで試合が進むも、その後逆転されて勝利を掴むことはできなかった。 

順位は、11 月 23 日(日)現在で 6戦を戦って 2勝 3敗 1分けで 7位につけている。これから巻き返して優勝を

つかみ取ってもらいたい。 

ワクナガレオリック 日本リーグ開幕 

 広島メイプルレッズが10月25日(土)から開幕した日

本リーグで2005年以来9年ぶりの開幕6連勝を飾った。

開幕から好調の広島メイプルレッズは、10 年ぶりの頂点

に良い弾みをつけた。11月 22 日(土)に行われた三重バ

イロットアイリス戦では、空中で受け取ったパスをその

ままシュートする「スカイプレー」といわれるシュート

を放つなど、終始力強いプレーを見せる選手のプレーに

会場は大歓声に包まれた。30 対 20 と 10 点差をつけて勝

利した。28得点で得点ランキング 1位のポスト高山選手

は、この試合で 11得点を挙げる活躍で、チームを引っ

張った。また宋選手は 50試合連続得点という素晴らし

い成績を残している。 
一進一退の攻防を繰り広げる選手たち 

メイプルレッズ 日本リーグ 9 年ぶりの開幕 6 連勝 

JT サンダーズ 

▽V・プレミアリーグ 2014/15 

11/22  JT サンダーズ○ 3-0 ●FC 東京 

11/24 JT サンダーズ○ 3-1 ●東レ 

アローズ 
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11 月 2 日（日）、唐津市文化体育館で日本リー

グ 2014 の第 3戦、ルネサスとの試合が行われた。

第 1ダブルス小池・桜井ペアは、第 1ゲームから

果敢に攻め立てマッチポイントをとったが、あと

1 点が取れず第 1 ゲームを落としてしまう。第 2

ゲームも序盤リードするが後半に逆転され落とし

てしまい、勝利を掴むことができなかった。続い

てシングルスは井上静華選手。第 1ゲーム、第 2

ゲームとも互いに点を取り合う接戦となるが、後

半に粘れず、健闘実らず惜しくも敗れてしまう。

第 2ダブルスは平井亜紀・亀田楓ペア。こちらも

ルネサスペアの好プレーが続き、終始ペースを掴

むことができず敗戦となった。 

唐津で初勝利を飾ることができなかったが、日

本リーグ 2014 はまだ終わりではない。広島ガスの

残りの戦いに期待したい。 

 

10 月 26 日(日)、Ｊリーグ第 30 節サンフレッチェ広島はアウェイ IAI スタジアム日本平で清水エスパルスと対

戦。この試合まで佐藤寿人選手は今シーズン 9 得点で 11 年連続 2 桁得点まであと 1 得点と迫っていた。2-0 とサ

ンフレッチェ広島がリードする後半、佐藤寿人選手が 3 得点目を挙げ、遂にＪリーグ史上初の 11 年連続 2 桁得点

を達成した。後半 20 分、ＭＦ柏好文選手のシュートを GK がはじいたところにとびこみ腹で押し込んだ。結果は 3

－1とアウェイで圧巻のパフォーマンスを見せたサンフレッチェの勝利。寿人選手はコメントで「言葉は悪いけど

『入るな』と思ってゴール前に入った。こぼれてくることは 20 回に 1 回あるかないか。ただ、試合に出ていなく

ても常にゴールへの欲を持つことで、自分の良さが保てる」と語った。点取り屋として熟成されたエースの真骨頂、

「動きだし」が前人未到の大記録を生んだ。 

 

 

佐藤寿人選手、11 年連続 2 桁得点の偉業を達成！ 

日本リーグ初勝利へ 

11 月 16 日(日)に「第 53回中国実業団対抗駅伝競走大会」

が世羅町で開催され、中国電力陸上競技部が 18年連続 19

回目の優勝を果たした。この大会は 2015 年元日に行われる

「第 59 回全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅

伝)」の予選会を兼ねており、上位 4チームが出場権を手に

した。1区の藤森憲秀選手が区間賞の走りで襷を繋ぐと、2

区(インターナショナル区間)の山崎亮平選手が外国人選手

に引けを取らない走りで、先頭との差を最小限に食い止め

た。3区、4区で先頭を奪うことはできなかったが、5区の

清谷匠選手が自身の持つ 5区区間最高記録を更新する走り

で勝負を決めた。ニューイヤー駅伝まであと１か月あまり、

今大会に出場していない主力の米澤類選手、北魁道選手を

含め、今大会で 11 か月ぶりに復帰した出岐雄大選手の状態

もまだまだ良くなる見込みであり、大会に向けてチーム内

競争が激化しそうだ。ニューイヤー駅伝の目標は 3位(坂口

泰監督談)。さらに磨きがかかったチーム力で臨み、目標達

成を期待したい。 

ニューイヤー駅伝出場決定 

11 月 15 日(土)に V・プレミアリーグが開幕し、JTサンダーズは 11 月 22 日(土)に FC 東京と地元開幕戦に挑

んだ。第 1セットは立ち上がりからヴィソット選手のライトスパイクや安永選手の速攻などで、序盤からリー

ドを奪い試合を進めるがセット中盤以降は互いに 1本で切り合う一進一退の攻防となる。しかし、相手に主導

権を渡すことなく最後は越川選手がスパイクを決め、25-21 で危なげなく第 1セットを先取する。続く第 2セッ

トは中盤までシーソーゲームとなるが、均衡を破り得点を重ねていった。セット終盤には僅差に詰め寄られる

がヴィソット選手のライトスパイクとサービスエースなどで連続得点し、最後は相手のサーブミスで第 2セッ

トも 25-22 で連取した。第 3セット序盤は相手に主導権を握られる展開となり、6-8 で最初のテクニカルタイム

アウトを迎えた。しかし、その直後に越川選手がバックセンターから豪快に叩き込んで反撃を開始すると筧本

選手の速攻とヴィソット選手のブロックにより逆転に成功する。再び同点に追いつかれるが途中出場の八子選

手の活躍で流れを引き戻すと、最後まで主導権を譲らず 25-19 で第 3セットも奪い今季初勝利を手にした。続

く東レアローズ戦も 3-1 で勝利し、2連勝を飾った。この勢いのまま次の試合も選手達の活躍に期待したい。 

V・プレミアリーグ 地元開幕 2 連勝 

 

ヤマザキナビスコカップ準決勝で柏レイソルを破ったサンフレッチェ広島

は、初優勝を目指し決勝でガンバ大阪と対戦した。試合開始直後はサンフレ

ッチェ広島が試合を優位に進める、前半 20分にペナルティエリア内でハンド

の判定があり、佐藤寿人選手がナビスコカップ歴代トップとなる 27 ゴール目

の PK を決め先制。前半 35 分には石原直樹選手のシュートのこぼれ球を、ま

たも寿人選手が決め 2-0 となった。しかし、直後に 1点を返されると、後半

にも 2点を決められ惜しくも 2－3と敗れて準優勝となった。今年はタイトル

を取れなかったが、残り試合一つでも上の順位を目指し頑張ってほしい。 

 

Ｊリーグヤマザキナビスコカップ逆転を許し、準優勝 
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
佐
藤
選
手 


